
        

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【冬休み特別貸出し】 

＊期間：12 月 15 日（月）～24 日（水） 

＊貸出冊数：10 冊まで 

＊返却日：1 月 16 日（金） 

図書だより 
令和 7 年 12 月 3 日発行 

徳之島高校図書室 

    第 8 号 

 少しずつ寒さが増し，冬の訪れを感じるようになりました。今年も残すと

ころ 1 ヶ月を切りました。みなさんにとってどんな 1 年でしたか。ゆっく

りと 1 年を振り返って，新年に向けて自分と向き合う時間をつくってみる

のもいいかもしれませんね。 

 さて，12 月は旧暦の和風月名の呼び名では「師走」といいます。由来は

諸説ありますが，最も有名なのは年末に僧侶（師）が仏事のために忙しく走

り回る「師馳す（しはす）」が語源というものです。師走は，１年の締めく

くりであり年末の準備や行事が多く，何かと忙しい時期とされています。「急

がば回れ」ということわざもあるように急いでやってしまおうとすると，か

えって失敗することもあるのでやりたいことを計画的に進め良い年末を迎

えてください。 

図書室では，冬の特別貸出を行います。冬休みの隙間時間に，読書を取り

入れてリフレッシュしませんか？ 

 

 

The year is almost over! 

 

＊『太陽の塔』森見登美彦（913） 

＊『キャロリング』有川浩（913） 

＊『だれかのプレゼント』谷口智則（726） 

＊『サンタクロースの冬休み』いながきみはる訳（726） 

 

 

該当の生徒へ本の督促状を配付

します。督促状を受け取ったら，冬

季休業に入るまでに図書室へ本を

返却してください。 

 

督促状の配付 

＊『文房具の整理術』福島槙子（597） 

＊『“捨てる・片づける”で人生が楽になる』斎藤茂太（913） 

＊『楽ラク掃除の基本』高橋ゆき（597） 

＊『人生が変わる 紙片づけ！』石阪京子（597） 

 

 

大掃除・片づけ 

＊『ノエルの菓子クリスマスを愉しむ 32 のレシピ』有川浩（596） 

＊『とんでもないお菓子作り』江口和明（596） 

＊『パカッとアイシングクッキー』山本しおり（596） 

＊『喜ばれるおせち料理とごちそうレシピ』牛尾理恵（596） 

お菓子・おせち料理 

小説・絵本 



＊『すぐやる人の頭の中』外山美樹（141） 

＊『昭和 100 年今日は何の日』河出書房新社編成部（210） 

＊『物語のある中世ヨーロッパ解剖図鑑』河原温（230） 

＊『おとぎ話とめぐる世界の風景』MdN 編集部（290） 

＊『戦国武将臨終図鑑』河合敦（281） 

＊『Z 世代コミュニケーション大全』松下東子（336） 

＊『わくわくどきどき新聞紙あそび』熊丸みつ子（376） 

＊『数学ガールリーマン予想』結城浩（410） 

＊『疲れない体をつくる最高の食事術』牧田善二（498） 

＊『見るだけでわかる！！英語ピクト図鑑』マーク（830） 

＊『女王様の休日マカン・マラン ボヤージュ』古内一絵（913） 

＊『さらば！店長がバカすぎて』早見和真（913） 

＊『クスノキの女神』東野圭吾（913） 

＊『月収』原田ひ香（913） 

＊『イン・ザ・メガチャーチ』朝井リョウ（913） 

＊『踊りつかれて』塩田武士（913） 

＊『名作に学ぶ人生を切り拓く教訓 50』西岡壱誠（019） 

＊『7 人の７年の恋とガチャ』大前粟生（913） 

＊『今日のハチミツ，あしたの私』寺地はるな（913） 

＊『眠れない夜のために』千早茜（913） 

＊『一次元の挿し木』松下龍之介（913） 

＊『ねごと，たわごと，えそらごと』暇十朗（913） 

＊『感情的にならない本不機嫌な人は幼稚に見える』和田秀樹（141） 

＊『一年一組せんせいあのね』ヨシタケシンスケ（911） 

＊『継続する技術』戸田大介（159） 

＊『みつけてん』ジョンクラッセン（726） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

♪図書委員おすすめ本♪ 

 『すずめの戸締まり』新海誠（913） 

 この作品は，東北で生まれ，幼い頃に東日本大震災を経験した女子

高生・鈴芽が主人公です。その後九州に移り住み，1 人の青年との出

会いをきっかけに，地震などの「災い」のもととなる扉を閉めていく

という冒険物語です。『君の名は。』で知られる，新海誠監督が自ら執

筆した原作小説です。ぜひ一度読んでみてください。 

                       （2 年図書委員） 


